
Title 飢えと天職 : 封鎖下のレニングラードにおける文学
と受難誌

Author(s) 武藤, 洋二

Citation 大阪外国語大学論集. 1994, 10, p. 109-136

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/79624

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



論集第10号（1993年）

飢　え　と　天　職

一封鎖下のレニソグラードにおける文学と受難誌一

武　藤　洋　二
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第　　一　　部

1　パンの運命

　ドイツ軍は、レニソグラード抹殺の仕事を食糧倉庫の破壊から始めた。ナチスは、外部からの

補給路を断ってレニソグラードを餓死させ、この旧都をつぶして、更地にする計画である。

　1941年9月8H、ドイツ軍はシリスセリブルクを占領した。ラドガ湖にあるネヴァ河の出発点

に小さな島があった。ノーヴゴロドをスエーデンから守るため、1323年ここに木造の要塞がつく

られた。最初、これは「小さなクルミ」と呼ばれた。この砦は、1611年にスエーデソ人に占領さ
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れ、ノテブルクと改名される。北方戦争のさい、1702年にロシヤがこれをうばいかえし、ピョー

トル大帝は、この重要な軍事的拠点をシリスセリブルクと命名した。これは、ドイツ語で「鍵の

町」を意味する。ペテルブルクの創建者ピョートルは、宿敵スエーデソ人の侵入にそなえて鍵を

かけなおしたのである。シリスセリブルクは、ラドガ湖にある、ネヴァ河の出発点に付けられた

外敵よけの鍵であった。今、これが史上最大の敵の手にわたったのである。

　レニソグラードは、外から鍵をかけられて、全国から切り離された。封鎖が始まったのである。

　封鎖ag－－H目、市内が最初の集中攻撃をうけた。6327発の焼夷弾をあびた。一個が250から500

キロもあるフガス弾48発が投下された。この猛火のなかでバダエフ食糧庫が灰になる。

　食糧をごっそりうばわれた上で篭城がはじまった。食糧事情は、封鎖のeg－一一・年　Rが最も悪い。

ソヴェト全体では、独ソ戦開始後、7月18βに大都市で配給鰯がとられた。－Eのパソの配給量

は、労働者8◎0グラム、事務職600グラム、扶養家族（老人、子供、労働不能者等）400グラムで

ある。レニングラードでは、この水準を維持することはできない。2ヵ月半ほどの間に5國もパ

ソの配給量が減らされる。

　すでに封鎖の一週間前、9月2日に第1回霞の減量がおこなわれている。一日のパンの配給量

は、労働者、技師、技術職には600グラム、事務職には400グラム、挟養家族（働けない高齢者や

12才未満の子供）には300グラムである。

　この低水準ですら10Bしか維持できなかった。封鎖五臼目、9月12日に第二回目の減量がおこ

なわれ、労働者、技師、技術職には500グラム、事務職と12才未満の子供には300グラム、扶養家

族には250グラムとなった。第一國霞とちがって、子供が、老人とではなく事務職と岡量のパン

を受けとるのは、成長過程にある者への配慮だとおもわれる。

　10月1日に第三回目の減量がおこなわれる。労働者、技師、技術職には4◎0グラム、事務職、

扶養家族、12才未満の子供には200グラムとなった。三段階に分けることは、もはや不可能で

ある。

　パン以外の食物がほとんどなく、栄養失調で弱りきっているところへ、11月13日、第四回圏の

減量がおこなわれた。労働者は300グラム、その他の者は150グラム受けとる。労働者というのは、

r労働者用切符」で醗給をもらう者のことで、労働者でなくても、重要な仕事をする者にはこの

配給切符が与えられた。

　一週問後、11月20日におこなわれた第五回目の減量でパンは最小になる。労働者用切符を持っ

ている者には250グラム、その他の者には125グラムである。このおやつのような量のパソは、燃

料不足から生やけで、にぎりしめると水がしたたりおちた。火にあぶると、125グラムのパソは、

ちぢんで一一一一ftの乾パソになる。

　著者は、レニソグラー拭市史博物館でこのパソを見た。125グラムのかたまりは、パソという

よりも小さな石けんに似ていた。それは、やりくりの産物であった。

　パンの成分
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ライ麦粉の不良品
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　第五図囲の減量期は、11月20日から12月2媚まで続いた。すでに本格的な寒さが始まっている。

燃料はない。電気と水道は止っている。窓には板がうちつけられている空襲と砲繋のH々に、冷

たい闇のなかで、この貧弱で不純なかたまりが宝物の地位につく。

　封鎖後第一回目のこの冬に餓死者が急増した。

　日常生活が雰日常的異状さに達した時、パソや米が通貨になる。棺を作ってもらうにも墓穴を

掘ってもらうにも、パソで支払う。たいていの者には、そんな経済的余裕はないから、死者は布

につつまれて共嗣墓地へ運ばれる。

　物の値段をきいて、「1◎0で50」という答えが返ってきたら、たとえば、じゃがいもやキャベ

ツ100グラムの値段がパソ50グラムなのである。（1）パソがルーブリを正貨の地位から追いだした。

貨幣単位が1キロのパソでなく、1グラムのパソである。パソくずが基準である。

　これは、偶然に見つけたバターの包紙をなめて死期をのばし、配給のパソを一度に食べず細分

して吸うという食生濡の反映である。たとえば、毛皮のオーバーを粉にして、だんごをつくった

人間にとって、パソくずは、いうまでもなく、れっきとした食物である。

　Y砲弾がパンの配給係の体を細々にふきとばした、埋葬すべきものすら無かった。しかし、血の

しみこんだパソの一片が無事に残っていた。兵士たちは、このかけらを人間のように埋葬した。」（2）

　これは、パソと命の関係が最も蜜になった状況にふさわしい葬いである。

　ある病院で患者が医師にいう。

　「『先生、私はあなたを神様のように待っているんですよ』

　　『あるいは一1キロのパソのようにね』と別の患者が訂正した。」③

　パンは、神の座についた。

　2　パンという試金石

　自分のパソが少なければ、他人のパソが大きな力をもつ。

　配給のパソを帰りみちで奪われたり、店で受けとる寸前に横からさらわれたりする。自分も飢

餓線上で潜在的には同類だから、パン盗人をとがめることはできないと考えている者もいた。餓

死のせまった家族をかかえているこの女性は、パソをもった小柄な女を冤て、そのあとをつけだ

し、様子をうかがって奪おうとしたが、はっと我に帰り、自分の出来心にぞっとしたのである。（4）
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　他人のパソが自分の姿をうつす鏡になる。それは人間性の試金石になる。

　五回目の減量がおこなわれたころ、ラドガ湖の氷上にか細い輸送路がついた。これは、孤立し

たレニソグラードと外界とを結ぶ地上での唯一の道である。小麦粉をつんだ馬権の一群がラドガ

湖の氷の上を進んでいく。「命の道」が開通したのである。厳寒は多くの飢えた人間にとどめを

さしたが、しかし、寒さのおかげで道がついた。これをつたって食糧やガソリソなどがトラック

で運びこまれ、帰りには疎開老をのせていった。

　この道は、死にかかった病人にさされた点滴用の一本の針であった。その微量の栄養で重病人

は回復しないが、少し死が遠ざかったような気がし、少し希望がでた。この供給線のおかげで、

12月25β、はじめてパンの配給量が増やされた。労働者、技師、技術職には350グラム、事務職、

扶養家族、子供には200グラム配給されることになった。最低量が125から200へと、75グラム増

えたのである。一鎖分だけの増量が大きな喜びを与えた。うれし泣きする者もいる。

　しかし、このみじめな増量によって何も変わらない。飢餓線上から引き離すだけの画期的な増

量がないかぎり、餓苑者の数はへらない。絶頬量が少ないとき、増量も減量と岡じように悲劇の

きっかけになりうる。

　ヴァリャという女の子がいた。飼犬のシリヴァを食べる日がくるのを心配していたら、盗まれ

て食べられてしまった。パソが増量された日、ヴァリャはその喜びを日記に書く。

　「41年12　Ja　25　H。今日は特別の日だ！パソが75グラム増やされた。私の分は今度2G◎グラム、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノミ　バ
ママも200グラムです。なんという幸せ。皆、うれし泣きしそうなぐらい喜んでいる！義父は今

日がまんできないくらい嫌だ。あの人にひどいことをいうのは恥ずかしいことだけれど、私はも

うがまんできない。あの人は自分のパソをたいらげたあとで、ママと私の分まで食べたのです。

今日の増量分は私たちには関係ありません。

　あの人が憎い！どうしてあんな浅ましいことができるのか分からない。」⑤

　それから4Hたって、ヴァリャにはパンの増量より嬉しいことがおこった。

　「41年12月29日。人にはいつも幸せがついてくるわけじあない、といわれる。そう、これは部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ　　パ
分的には正しい、しかし、今目は私にとって幸せな日だ！どうしてだって。義父ククリソが死ん

だので嬉しいのです。私はこの瞬闘を待ち望んでいた！私はあの人をおそろしく憎んでいたので

す。飢えがあの人の汚い心をあばき、私は正体を知ってしまった。こいつは、めったにいないひ

どい卑劣漢だ。今H、あの人は死にました。夕方に死んだ。私は別の部屋にいた。おばあさんが

きて、云いました、「死んだよ！」。はじめのうちは信じられなかったけれど、あとで私の顔は

恐ろしい笑いでゆがんだのです。この瞬間の私の表情を見た者がいたら、私がなさけようしゃな

く憎悪できる入悶だといっただろう。あの人は死んだ、だが私は笑いました。私は幸せからとび

あがるところだった、しかし体力がありませんでした。飢えのしわざだ。私はまともに体を動か

すことすらできなかったのです。」⑥

　身が飢餓にさらされると、空っぽの大きな胃袋のそばで心と頭が萎縮していく。心と頭が胃の
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付属器官になりさがったとき、人は餓鬼になる。

　飢えは脱衣婆である。それは譲常性の衣を一枚一枚剥ぎとり、餓鬼の姿を見せる。ヴァリャは

餓鬼を見たのである。

　餓鬼は弱者である。パソを奪った義父が、奪われたヴァリャより先に死んでいる。一一tw的に餓

死は、女より男の方に先におとずれる。古今東西の飢謹がこの実例を多く残している。義父が母

と娘より先に死んだのは、この一一re的傾向と関係があるかもしれない。しかし、もっと重要なも

のの働きがここにあらわれているように思われる。

　生存条件の悪化に従って落ちていく者は、できるかぎりふだんのあたりまえさを維持しようと

する内面的な闘いから落伍したのである。他人のパソを盗み食いすることによって、その分だけ

熱量を得るにもかかわらず、全人間的規模での収支では損になる。他人のパソを奪い他人の命に

危害を加えることによって、悪条件にたいする抵抗力を自ら失っていく。飢餓線上で平常の姿勢、

行動漂理からできるだけ離れないようにつとめる者は、まさにそのことによって状況と闘い自分

を支えている。

　小児病院にイリーナという女の子が入っていた。隣にねていた女の子がイリーナに、rわたし

のパンを食べて、わたしは明ヨまで生きられないから」といった。子供のパソの配給量が一βに

125グラムの時である。飢えが最終段階にはいると、体は何もうけつけない。食べて消化する体

力すらなくなっている。イリーナは、ものすごく食ぺたい。しかし、もしイリーナがこの子のパ

ンを食べたら、聞室の子供たちは、イリーナが盗んだと思うにちがいない。飢えていても、イジー

ナは、他人の目を気にし、自分の誇りを傷つけられたくないという平常の心を失っていない。一

晩中、食べようか食べないでおこうかと、悩み闘ったあげく、イリーナは他人のパンに手をつけ

なかった。夜があけると、その女の子は死んでいた。たとえ食べても盗んだのでなく贈られたパ

ンを正当に食べたことにしかならないのに、イリーナには、盗みの汚名をきせられたくないとい

う精神的余裕を保つ能力があった。これは、砂漠の渇きにそなえてラクダがこぶの中に水を贈え

ているように、彼女が飢餓から自分を守る予備のカをもっていることを意味する。

　他人のパソを食べるか否かというr自分との恐ろしい闘い」に勝ったイリーナは、生き残った。

大人になったイリーナは、飢えた者は何でもしでかす、という人間観に反対している。⑦

　自分にたいする勝利が生存の支えになることは、コルイマーの取容所群からシァラーモフが報

告している。コルイマーのパソは、封鎖下の125グラムの代用パソよりはるかにましだが、長時

間の重労働があるので、囚人たちは慢性の栄養失調と半飢餓状態にある。死は日常的現象である。

　ある囚人が労働現場へ出るために、パソを仲間にあずけていった。これは絶大な信頼をあらわ

す。あずけられた者は、飢えのなかでその信頼にこたえるか、こたえられるか、という試練にあ

う。彼は、イリーナと嗣じく、同室の者の匿を気にする。彼は一人一人の視線を調べる。彼は眠

れない。パソの入った小さなトランクがまくらもとにある。眠ろうとして、千まで数え、起きあ

がった。
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　「私は、トラソクをあけて、パンをとりだした。これは、3GOグラムのやつで、木片のように

冷たかった。私は、それを轟に近ずけた、鼻の穴がかすかにそれと分かるパンのかおりをひそか

に嗅ぎとった。私は、このかたまりをトラソクにもどし、またもやとりだした。トラソクをひっ

くりかえして、手のひらへいくつかのパソくずを落とした。私は、それを舌でなめ取った、すぐ

に口の中がつばで一ぱいになり、パンくずはとけてしまった。私は、もうそれ以上まよわなかっ

た。パソから小指の爪ほどの大きさの小さなかけらを三つむしりとり、パンをトランクにもどし、

よこになった。私は、パソのかけらを小さくちぎり、それをしゃぶった。仲間のパソを盗まなかっ

たことに誇りをいだいて、私は眠りついた。」（8）

　他人のパン300グラムをまるまる盗って得られる熱量よりも、小指の爪Eつ分のかけらでとど

めておいた精神力のほうが、生きぬく役にたつことを、シァラーモフは伝えたのである。

　3　動　　物

　街頭から犬や猫が姿をけした。家で飼っている犬や猫が盗まれる。

　　　ワソワソも、ニャオーも、チュソチュソも聞えない（9）

　ふだんの生活のなかでは嫌悪の対象であるこれらの肉を食べた者、他の肉だといつわって食べ

させられた者は、うさぎの肉やかしわに似てうまかったという。極度の飢えが味つけする。

　人間砥究にとっては、犬や猫まで食べたという事実よりも、食べる人間と食べるのを拒否する

人間とに分かれたことが、重要である。

　犬や猫を食べることも食べるのを自分に禁じることも共に、生きぬく手段、方法、姿勢の問題

である。

　文化的に、伝統的に禁断となっている食物をとらないこと、食生活のなかで平常から異常へ落

ちるこどを翔分に許さないことも生きる有効な方法であった。飢え死の危険性があっても飼い犬

に手をつけないこと、動物と自分とが以前のように露然な、あたり前の関係にあることは、犬の

ほえる声も猫のなき声も聞こえなくなった封鎖下の世界では、一つの強靭な姿勢となる。

　極限状況のなかで、できるだけふだんの生活を続けていこうと努力することは、それ自bS－一一つ

の生きる手段となる。ある母親は封鎖中ずうっと子供たちに歯をみがかせた。歯みがき粉も歯ブ

ラシもないから、みがかない、ということを認めなかった。子供たちは本炭で歯をみがいた。（10）こ

の平蒔の習慣をまもるだけでも一家は精神的に支えられる。この家では飼い猫を食べなかった。

歯をみがくことと飼い猫を食べないこととは共通性をもつ。

　正常さを、たとえ全面的でないにしろ、たもち続けていくことは、自分たちに強鰯されている

異常な生存条件への抵抗になる。これが生活の芯になる。

　シァラーモフのいた収容所でも犬や猫が食ぺられる。しかし、ここにも絶対にそれらを食べな

い者がいる。それは、収容所以前の慮分にとってのあたりまえの生活を、原鋼として続けようと

する者たちである。あたりまえの、ふつうの日常生濤の条件が奪われた所では、これは、しばし
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ば非N常的な意思力を要求する。あたりまえでない所であたりまえであろうとするには、非日常

的な次元の精神力が必要である。

　ブラターりと呼ばれる職業的犯罪者たちが、収容所で小犬を殺し、煮てたぺた。肉があまった

ので、なべを洗わすために、囚人の一人であるザミiV・一チン神父に、羊の肉だとだまして、与え

る。飢えている神父は、あっというまにたいらげた。ブラターりたちが、カモメなみの早食いだ

とあきれるほどである。神父は、それほど空腹であった。ブラターりは、それが神父のところへ

よくきていた小犬の犬だと教えてやる。

　犬や猫を食べることは、いうまでもなく、善悪の問題ではない。

　大トカゲを食う民族がタコを食う罠族より下品だとはいえない。鯨の肉を食糧にしている国が

牛肉ばかり食べている国より野蛮なのではない。ここで問題なのは、ある個人にとって、たとえ

ば、犬の肉を食べることが、自分の精神的道徳的禁忌の一つであり、それが窃分の生きる姿勢や

価値観に反し、自分が守り守るべきだと考えている習慣を破る行為であり、あたりまえの自分の

崩壊につながる場合である。これは、犬を食べることが自分への裏切りになる揚合である。

　犬を食ぺることが忌み嫌われる文化的伝統の中で、聖職者が犬の肉を食べれば、破戒のたぐい

をおかしたことになる。もしザミャーチソが、コルイマーの収容所の生活条件をたてにとって、

娑婆での姿勢をくずし、犬の肉を食べれば、神父であるという状態はなくなる。彼にとって犬の

肉が試金石になる。神父ザミャーチソは、吐いた。

　「『ひどい奴らだ』と私はいった。

　　『そのとおりだ。しかし肉はおいしかった。羊の肉に負けないくらいだよ』とザミャーチソ

　　はいった。」（11）

　飢えだけでなく寒さにさらされているとき、あたたかい肉料理は強烈な誘惑である。日本では

江戸時代に食犬の禁令が出されるほど、身分の低い者が犬を食べた。犬の肉を食べると体があた

たまるといわれ、冬の江戸では犬が姿を消した。

　神父ザミiV　一チソにとって、犬の肉は悪魔であった。キリスト教では悪魔は、試みる者であり、

誘惑者である。そのさそいにのれば信仰は無になる。誘惑に打ち勝つことは、虜分自身であり続

けることを意味する。ザミャーチソは、犬の肉を血肉化することを拒絶して、天職にとどまる。

彼は、食べて生き残ろうとするのでなく、食べないことによって生き続けようとする。

　神父であることそのものが、劣悪な生存条件の克服の形態になる。もし神父から脱落すれば、

彼は、飢えや寒さや重労働や絶望によって傷めつけられ、死へむかうだろう。

　だから、神父であるという、平常では彼にとってあたりまえのことが、ここでは最大限の目標

であり、嗣時に、最後の、ゆずることのできない地点となる。天職を守ることが生存のための闘

いになる。

　小犬の肉がもたらすはずの熱量、栄養はどうなるのか。

　封鎖下で弱りきった人問は、少しでも体を動かさないようにした。熱量を節約するためである。
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ところが、ある母親は、「横になるな」という規則を子供たちにおしつけた。医学生の息子が、

熱量の飾約という医学の常識を説いた。しかし、患子の合理性よりも母親の「横になるなjの方

が生きぬく助けになった。掃除をし、室内を整頓する。異常な状況によって、あるべき姿をでき

るだけ割引かないようにする。動くことによって、衰弱しきった体から熱量が失われていくのに、

生きる力が増えた。（12）

　熱量は体に奉仕しても、人間存在を丸っぽ支える能力がない。一片のパソを盗んだ者は割にあ

わないことをしたのである。パソを奪った者が奪われた者より先に死んだのは不思議ではない。

胃に入った盗品が人間全体の支えをゆるめてしまう。満ちたりた胃袋が空っぽの腎袋より人間に

役に立つとはかぎらない。飢餓状況のなかで胃が独裁者になることによって人間を滅ぼす。弱者

は早く餓鬼になる。

　ある家で猫を飼っていた。一家の人気者だった。封鎖が始まって、食物が底をついたとき、母

親は猫を殺して食べた。娘は食べるのを拒絶し、図書館で毒のつくり方を調べ、自殺した。（13）

　娘は滅びたのではなく、自決したのである。

　人にはこのように生きる権利もある。

　4　2・2が4と2。2が5

　若い母親ジェーニャに2人の子供がいた。上が男の子、下が幼ない女の子である。子供が2人

とも育つ可能性は少なかった。2人とも餓死するだろう。ジェーニャにできるのは、ただ算術を

することだけであった。彼女は、息子を生ぎ残らせることに決め、女の子の食物を息子にまわし

た。母親から死刑宣告をうけた幼い娘は、数日のあいだ泣き続けてから餓概した。2－1・・1で、

母親は丸損ではなく、1を手にした。封鎖の最初の冬のことである。

　ジェーニャの手もとには息子という確かな1がある。同時に、娘がいないということも絶対的

な事実である。生を1、死を一1とみなせば、母親の手もとにあるのは◎である。彼女の算徳2

－ 1瓢1は、人間むきではない。彼女が手にしたのは1十（－1）・・◎なのである。

　ジェーニャが娘の死を息子の生に対して一1であると計算しないのは、娘を手段とみなすから

である。2－1露1は、犠牲を正当化する者の数式である。

　ジェー二we娘を犠牲にさせたのは、ソヴェトを国ごと奪うために侵入してきたドイツ軍であ

る。しかし、ソヴェト権力もまた民衆に残酷な算術をさせた。封鎖の10年ほど龍、農民集団化の

さい、飢餓状況のなかで、ある母親は6人の子供のうち3人に食物を集中し、3人を犠牲にし、

3人を育てあげた。（14＞

　封鎖の始まった日の空爆で頭に白髪があらわれた28才のリージヤは、この時から2入の子供を

餓死と凍死と爆死と病死から守るために、闘い始める。ジェーニャと同じく、彼女の上の子は男

で、下は幼い女の子である。ジェーニャは、共だおれをふせぐために2入のうち1人を選ぶよう

にリージヤにすすめた。子供が2人とも餓死する危険性を認めながらも、り～ジヤは選択をしな
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かった。彼女はジェーニャの残酷な合理性をしりぞける。

　死体から干からびた皮ふを切り取り、それでスープをつくって子供にのませた者がいた。子供

を死なせないためにこのようなたぐいのことをしなけれぱならない封鎖下で、リージヤは、子供

を2人とも救えるところまで救おうとする。娘のニーナは、まだ赤ん坊で、乳をほしがる。しか

し、飢えた母親のやせこけた胸には乳房が消えている。ニーナは泣きやまない。ジェーニャは娘

の泣き声に耐えて見殺しにしたが、リージヤは自分のうでに針をつきさし、塩を出して赤ん坊に

すわせた。ニーナは母親の血を吸いながら眠りついた。厳寒のなかで暖房はなく、壁にはつらら

がさがり、室内には戸外と同じ冬景色があった。

　パンが5日間とだえたとき、リージヤは、力つきて、ひざまずき、神を信じたこともないのに、

祈りはじめた。親子3人が同時に死ねるように筏った。次の臼、前線にいる夫がつかわした使者

が食物をもってあらわれた。（15）

　リージヤは、最初の冬をのりきり、3月には「命の道」をつたって疎開することに成功した。

封鎖下で子供の命を守ることができたのである。死の危険を脱して、安全地帯に入ってから、ニー

ナが病死した。一血を吸わせたあの子である。（16）

　リャビソキンー家もまたジェーニャやり一ジヤと岡じく、母親、息子、幼い娘からなる。父親

は、他の女性と結婚し、1937年に逮捕され、ウファーへ流蛸になっている。

　息子ユーラは、封鎖が始まったとき、16才になったばかりである。この年令の男の子にとって、

封鎖下の食生活は拷問にひとしい。ユーラは、飢えて力がないだけでなく、もともと病弱である。

彼は、狸ソ戦が始まった1941年6月22貝から目記をつけ始め、歩くことすら困難になるほど衰弱

しても書き続ける。彼は、自分のあさましさを記録し、自己分析し、自己嫌悪におちいり、封鎖

下の異常な状況におかれている自分を平常時の常識から批判した。

　「10月21N。朝の8時から夕方の6時まで学校で当直した。今日はともかくも腹の虫を退治し

た。正確にいえば、水ぜめにした。」（17）

　生徒たちは、ドイツ軍の砲撃や空爆にそなえて、学校の屋根裏で当直する。屋根に爆弾がおち

たら消火するためである。空腹の対策には水しかない。

　封鎖の第一回層の冬がきた。このころユーラは、朝はビスケット100グラム、昼は何もなし、

晩はスープーぱいだけという食生活をする。（18）お腹がへってたまらないユーラは、水を沢山の

んで、日に日に弱っていく。やせ細った自分の体が重く感じられる。少ない体重を支える力すら

つきようとしている。しかし、彼は、・状況論で自分を甘やかさない。自分が飢えのあまり何をし

でかしたかを列挙する。

　r猫を食べた、アソフィーサ・ニコラーエヴナの鍋からさじですくって盗み食いした、ママと

イーラの分をちょっとくすねた、ときどき2人をだました、えんえんと続く行列に立っていて凍

え、店の戸口で100グラムの波を受けとるために罵り、けんかした……」（19）

　少年は、「自分の粗暴で利己的な性格」について考えこむ。16才の胃袋を理性の支配下におく
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ことは至難のわざだから、母親と妹イーラの食物をとったりすることがある。そのような自分に

宣告を下す。

　「だらしなさ、良心の完全な欠如、恥知らず、恥という名の深淵へぼくは転げ落ちた。母親に

は不肖の息子で、妹には不肖の兄だ。利己主義者で、つらい時には身近かな者も身内も皆わすれ

てしまう人間だ。」（20）

　「ぼくは破滅した人關だ。人生は終わった。前途に待ちうけているのは、生ではない、今二つ

のことが願わしい。死ぬこと、臨分で、今。この貝記はママが読んでくれたらいい。汚ない、冷

淡な、偽善的な動物であるぼくをママが腕ってくれたらいい、ぼくを勘当してくれたらいいのだ

一
ぼくはあまりにも堕落した、あまりにも……」（21）

　ユーラの最後の望みは、死と食物である。

　「ぼくは本当に自殺するのだろうか、本当に？

　食べたい！食物を！」（鋤

　死と食物は矛盾しない。この二つはともに今の状態からの救済の手段である。

　ユーラには、全世界がパソに、パソが全世界におもわれる。そんなユーラがパソにたいする態

度をあらためたら、ママも妹も自分にやさしくなった。これはユーラにとって大きな教訓になる。

　飢えに寒さが加わって死者が急増する。ユーラは疎開を夢みる。日記は祈りに変る。

　「神様、どうかぼくを救って下さい、ぼくに疎開を贈物にして下さい、3入皆を、ママもイー

ラもぼくも救って下さい！」（23）

　疎開という「運命の女神の最もありがたい贈物」を神様からもらうために、ユーラは誓いをた

てる。

　「忌まわしいペテソ師的生活から永久に足を洗い、どこか田奮で誠実な勤労生活を始め、ママ

に幸福な黄金の老後を贈ることを命かけて誓います。」（24）

　封鎖下の3ヵ月で16才の少年は瀕死の老人に変わる。神への誓いから2R後、ユーラは自分の

衰弱ぶりを記録する。

　「1月6日……歩くことも働くことも全くといっていいほどできない。ほとんど完全な無力状

態。ママもやっとのことで歩いている一一ママが歩くさまを思い浮かべるのはつらくてできない。

ママは、このごろ、しばしばぼくを打ったり、罵しったり、大声をあげたりする、すさまじい神

経発作をおこしている、ぼくのどうにもならない姿一かろうじて移動できるだけで、足手まと

いになり、病人と衰弱者のilふりをしている』力つきた、飢えた、疲れきった人問の姿一を見

るにしのびないのだ。しかし、決して仮病をつかっているのではない。ちがう！仮病なんかじあ

ない、力が……体からぬけていく、ぬけて、溶けていく……時間がすぎていく、ゆっくりゆっく

りと！……ああ、自分の身に一体なにがおこったのだろう。

　今、ぼくは、ぼくは、ぼくは……」（25）

　こうして書く力もつきた。ユーラが歩くこともできなくなってから、一家に疎開の許欝がでた。
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重病人なみの体力しかない母親にはユーラを運ぶことができない。彼女はイーラをつれて駅にむ

かった。この封鎖の地からの脱出を祈ったユーラは、おき去りにされた。

　母親は、自分の意思に反して、あの選択をしてしまったのである。

　日記から判断して、ユーラが並の少年でないことは明かである。その判断力、分析力、厳しい自

己批判は、極めて早熟で知的な青年のものである。この国を代裏する歴史学者タルレが、かつて母

親にいった、「息子さんには前途洋々たるものがあります。あの子を大切にして下さい。」（26）

　母親は駅へむかう道すがら「ユーラが残っている」とくりかえし叫んだ。ユーラは、そのころ

もう死んでいた。正直に生きて、母親を幸せにするという誓いもむだになった。

　母と娘は、レニソグラードを脱出することに成功し、ヴォーログダ駅へ無事についた。その夜、

母親は眠ったまま亮んだ。小さな娘を安全地帯へ連れていくために残りの力がすぺて使いつくさ

れた。ユーラが最後の沼記を書いてから20日後のことである。母親の選択のおかげで、女の子は

生き残り、大人になることができた。

　5　重　　　荷

　極度の受難は血縁関係をゆがめる。どの子を生きのびさせるか、という選択の強制は、しばし

ば子供殺しにいきつく。極限状況では、人はたえずこの選択のさまざまな変種につきまとわれる。

餓死は、とつぜんやってくる。道を歩いている夫が急に死ぬと、いっしょにいた妻にはその死

体を運んでいく力がない。たいていの人間は、自分が歩くだけでせいいっぽいである。ある現象

が一般化すると、それに対する生活の知恵がうまれる。封鎖開始後の最初の冬、餓死春が急に増

えたころ、ある夫婦が通行申に夫が死んだ。皆とおなじように弱っている妻は、凍てついた道で

遺体を持ちさることができない。事情を知った通行人が、妻ではなくあかの他人のふりをしなさ

い、身よりのない死体は民警がしまつしてくれるから、と忠告してくれた。たった今、未亡人に

なったばかりの女は、その忠告に従って立ち去った。（C「）

　生者が死体予備軍に入っているとき、生と苑の差がちぢまる。億者の死が平常時の重みを失う。

肩をならべて歩いている夫が死んだとき、妻をおそったのは悲しみでなく、死体をどう運ぶかと

いう困惑であった。

　死の軽量化は、二重である。生の崎形化と連動して死が軽くなる。飢えによって脂肪も肉もう

ばわれ、内蔵まで燃焼して、餓死者の体は軽くなる。死体の物理的な軽さは、死の軽さそのもの

にふさわしい。この軽い死体が生ける餓死者にとって、運ぶことのできない重荷であった。死が

軽いから、この重荷が捨てられたのである。

　死がパソより軽くなることもある。夫がいつまでたっても帰宅しない。妻は子供をさがしにい

かせる。もし倒れていて運んでこられなかったら、ポケットから配給券だけとってきなさい、と

母親はいう。生存条件が好転すれば、遣体とパソの重みは逆転するだろう。

　人間は、一般的に、生存条件の目盛りに従って上ったり下ったりする。しかし、霞盛りの数字
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が下がっても、自分自身を下げない者、ずり落ちていきながらも平常点にしがみつこうとする者

もいる。そのような人間には、身近かな者の死がその当然の重さを保つだろう。

　他者の死だけでなく自分の死も軽くなっていく。エソゲルス通りで爺さんが、死体を満載した

荷櫨をひいていた。その後からどこかの婆さんがやっとのことでついていく。しかも、のせてく

れとたのんでいる。

　「婆さん、どんな荷をつんでいるのか目にはいらんのかね。」

　「分ってる、分ってるよ、私もそこへ行くところでね。きのうパソの釦符を失ってしもうた、

どっちみち死ぬんだから、うちの者が遺体を運ぶのに苦労しなくてもいいように墓地までのせて

くれんかね、木の切株に座って凍え死ぬよ、そしたら埋めてくれるからね。」（28）

　このやりとりを聞いていた通行人が、婆さんにパンのかけらを与えた。一口のパソが婆さんの

運命を変えたかどうかは不明である。

第　　2　　部

　1　封鎖下のr精神的健康」

　文学界にも荒れ狂った30年代の粛清と人間狩りを、スターリソ体謝への奴隷的奉公によって切

りぬけた二流詩人ヴェーラ・インペルは、封鎖下のレニソグラードで住すはめになった。

　イソペルの夫イリヤ・ストラシューソは、レニソグラード第一医科大学の学長に任命された。

戦争が始まったら、～緒に住すべきだという夫に従って、イソベルは、1941年8月2姻モスクワ

からレニソグラードへ移った。ドイツ軍が狸ソ不可侵条約を破ってソヴェトへなだれこんでから

2ヵ月たっている。ドイヅ軍は、占領地を急速に拡大し、赤軍は、後退していく。短期決戦をめ

ざすドイツ軍は、レニソグラードへ大軍でぜまってくる。

　レフ・トルストイ通りにあるパーヴuaフ記念レニソグラード第一医科大学の前身は、1897年に

創立されたロシヤ最初の女子医大である。1835年にペトロパヴロフスカヤ病院として毘発したエ

リスマソ記念病院がこの大学の管轄下にある。央がこの巨大な医療機関の最高責任者であるため、

インペルは、このそばで、このなかでヨ常生活をおくり、究者や負傷者や餓死寸前の者の大群に

接し、自からも患者たちに奉仕活動をおこない、封鎖の惨状を人一倍しることになる。

　故郷のオデスサはドイツ軍に占領された。ソヴェト第三の都市で、イソベルの出身地ウクライ

ナの首都キーエフも占領されている。レニソグラードは砲繋と空爆の下にある。イソペルの至近

距離に爆弾が落ちた。イソペルは、文筆を職業にする者として、人類史上最大の戦争の修羅場で

記録をつけ始める。

　「それでも、毎日の、毎時間ごとの危険にもかかわらず、ジァンナとその男の子ωにまた会

えるものやら分らないにもかかわらず、病気にもかかわらず、私は、このような精神的健康、仕

事へのこのような意欲を長いあいだ感じたことはない。私は、今、たくさんのことをやりとげら
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れる。爆弾が昨臼よりもうちょっと近くに落ちるようなことさえなければ、私はやりとおすだろ

う◎」　　（1941年11月6H）　（2）

　「精神的健康」は、二つのものによってもたらされたと考えられる。第一は、危機的状況にさ

いして活発になる天職の作用である。天職を持つ者は、極度に困難な状況下で天職を生命力の全

転開の場にかえようとする。天職に愚かれている者は、負の条件を薪にして仕事の火の中へ投げ

こんでしまう。

　天職にはまた防御力がある。人生の敗残春になりそうな逆境のなかで、天職が砦になることが

ある。死神から身を守る砦にもなる。

　イソペルは、連沼数時閻から8時問休みなしに続く猛爆の下で、かつてない仕事への意欲を感

じる。封鎖されながら爆弾をあび続けると精神だけでなく肉体もおかされる。医師たちは「爆離

後遣症」という新しい病名を登録した。それは、たえまない爆撃から神経が緊張し、高血圧症に

なることである。死者のうちの3人に1人がこの病気がもとになっているといわれた。（3）

　死の危険性が仕事を加速させる。それは、死神とむきあう代りに仕事に没頭することによって

自分を守る行為でもある。（4＞

　死と連動した病的な状況のなかでイソベルは、仕事への意欲という「精神的健康」を手にした

のである。

　第二は、1930年代の精神的不健康からの都分的回復である。これは、恐怖から余儀なくされた

二重生活からの部分的開放である。

　ソヴェト権力は、自分の国をドイツ人のための奴隷国家にかえようとして侵入してきた敵に勝

つために、あらゆる力を結集しなければならない。国内の大岡団結のためには、思想や芸術の弾

圧、宗教の迫害を国家的運動として大々的にやるのをひかえる必要がある。万人万物を戦争に投

入するためrc、そしてまた、岡盟諸国のソヴェトにたいする評価を高めて援助をひきだすために、

さらには第二戦線をつくらぜるためにも、ソヴェトでは宗教活動が認められている、⑤ユダヤ

人の文化も花咲いていることを外国に示さなければならなかった。戦争のための実際的利益をひ

きだすために、今までのやり方を修正することになった。本質はそのままで効利主義的に変身す

ることは、スターリソの得意の芸である。

　独裁者の素人判断による戦争指導の失敗から多くの人命が失われ、軍の後方に政治警察がひか

えて後退する兵士を鮒殺し、捕虜になった自国の兵隊を祖国の裏切り者としてあつかい、落度の

あった軍人を処分するさい塚族まで罰せられ、ドイツ軍への協力者、スパイとして民族全体を強

制移住させるなどスターリソ体制の中世的性格が戦時の生活をさらに暗くしている。しかし、国

家権力は、民衆抑圧の装置を平蒔のように作動することはひかえていたのである。

　ナチズムの悪がスタリニズムの悪の片手をしばった。

　戦争によって余儀なくされたスターリン権力の譲歩と変装は、知識人に一種の解放感をいだか

せた。これがイソペルの精神にも作用する。
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　パステルナークは、ソヴェト史全体のなかで独ソ戦を考察し、知識人が戦争によってある種の

安堵を感じるという異常性を、スターリソ体制そのものの本質から説明する。『ドクトル・ジヴァ

ゴ』のドゥドロフ少佐がそれを語る。

　「戦争は、浄化の嵐⑥、薪鮮な空気の流れ、解放の息吹だった。

　農罠集団化は、偽朧的な失策だったのに、誤りだと認めることができなかったのだと思う。こ

の失敗を隠すため、あらゆる脅追手段を使って、人が判断したり、考えたりする習慣をやめさせ、

有りもしないことを見させ、逆様事を証明する必要があった。ここからでてきたのが、エジョー

フ（7）の恐怖政治の前代未聞の残酷さと、実施するつもりもない憲法の公布と、選挙の原則にも

とずかない選挙髄度の導入だ。

　戦争が没発したとき、その実際の惨状、実際の危険性、実際に死ぬという脅威は、虚構の非人

間的な支配と比べれば、ありがたいことであったし、安堵をもたらした、なぜなら、死文化した

ものの魔力を弱めてくれたからだ。」⑧

　「虚構の非人間的な支配」とはスターリソ体鰯である。ジヴァゴ医師によれば、ソヴェト体鰯

は、「未熟な虚構から成る子供っぽい道化芝居」（9）であり、一筋なわではいかない現実にたい

する革命家たちの無力なくわだてである。

　新しい農奴制をつくりあげた農民集醐化は、農民の理想郷への入揚式として描きだされる。ス

ターリソ憲法といわれる「モスクワ裁判」第一年罠の1936年12月5鶏に採択された憲法は、単な

る「究文」ではなく、現実を隠し、制度を偽装するための宣伝的虚構となる。非現実を信じこま

せる強制装置が、たがとなって全社会を縛り、ソヴェト人はその装置へ入力された人工の世界を

信じるふりをするだけでなく、讃美することを義務ずけられ、裏と表の、二重の精神生活を強い

られた。

　ここへ独ソ戦というかけ値なしの現実がわりこんできたのである。独ソ戦の最中、ソヴェト人

は本物の敵にめぐまれた。スターリソ体鰯は、敵をつくりだすことによって絶対的権力を維持し

てきた。敵は、自家製の敵は、スターリン体制の支柱であった。ところが、今、にせの敵一悪

政の犠牲者一一でなく、本物の敵がいる。たとえば、「人民の敵」を義務として銚判させられた

時の良心のいたみは、ドイツ軍という外敵との闘いでは全く経験しなくてもすむ。まようことな

く、本心で、全力をだして闘えばいい。二重性、うしろめたさ、恐怖ゆえの嘘など精神的不健康

から脱却できる。この戦さのなかでは自分の良心を操作するてまがいらない。

　1930年代に自国の地獄の火中で命びろいした知識人が、1940年代になって外敵との戦争にほっ

とさせられる。これは、シァラーモフの「ロシヤ的幸橿」をおもいださせる。何の罪もない者が

5年の刑になった。それをきいた者が、10年の刑でもなく死刑でもなくてあなたは幸運だといっ

た。これがrロシヤ的幸福」である。（1◎）何もしていないのに死刑にされることがあるという構

造的不幸がなければ、無実の者への5年の刑が幸運にはならない。史上最悪の敵を、たとえどの

ような程度であれ、「安堵をもたらす」と感じるのは、人をストレス潰けにする不幸な体制のな
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かでのみありうる幸福、rnシヤ的幸橿」なのである。これは、スターリソ体制のおかげで知識

人があじわうことのできた唯一の精神的「幸福」である。

　1930年代のイソベルは、生きるために、殺されないために、嘘構」を維持する仕事の一たん

をかつぎ、「逆様事を証明する」妊務について手柄をたて、勲章までもらった。

　今、イソベルは、封鎖下の都市、独ソ戦の修羅場にいる。生存条件が極端に悪化すると、平時

のまよいはなくなっていく。心の蜜荷と汚れを戦火の中へ投げこむ機会が彼女にもあたえられた。

戦火が浄火になる可能性があった。

　『ドクトル・ジヴァゴ』のFウドロフ少佐は、スターリソ体制のB常から戦場への移鋤を、息

苦しいよどみから輝かしい活動舞台への転進だと感じている。

　f後方でも前線でも皆が皆ほっとして、胸一ぱいに呼吸して、死をもたらし救いをもたらす激

戦の炉へと、酔ったように真の幸せをかみしめながら、身を投じた。」（11）

　イソベルもまたこの炎の変種に身を焼くことになる。民衆が狩られているとき、霞からの保身

救命のために権力に媚びて、ソヴェト体制がもたらしたものは「喜び」という言葉に集約される

と書き語ってきた詩人は、この炎のなかで少し恐怖から醒める。封鎖の幾誌『ほとんど3年』で

は、スターリソは歴史的に必然性があるときにだけ姿をあらわす。讃美するためにわざわざ独裁

者を登場させていない。1938年の『旅日記』と封鎖の記録とのちがいは歴然としている。前者で

はグルジヤへの旅そのものがスターリソ崇拝のための巡礼であり、後者では主役は露分であり、

封鎖下で自分と同じ苦しみをなめている民衆である。

　このちがいは、たんに「浄化の嵐」が生みだしたものではない。

　　　　　　　　　おおもと
　イソペルの恐繍の大本が入れ代わったのである。

　ナチスはソヴェト体糊壊滅だけでなく、ユダヤ人絶滅（12）を叫びながら進撃している。ヒトラー

にとって、ソヴェト権力は、ユダヤ人権力であり、ユダヤ人による世界支配の一形態であった。

したがって、ナチスにとって、ソヴェトのユダヤ人は最悪であった。ドイツ軍がレニソグラード

市内に入ってくれば、ソヴェトのユダヤ人であるイソベルが助かるみこみはない。

　イソベルが生れたオデスサは、1941年10月16日にドイツの同盟国ルーマニアの軍隊によって占

領された。ルーマニァには、独裁｛者アソトネスクによってファシスト体制がしかれ、ルーマニァ

軍はナチス・ドイツの手下になっていた。オデスサにおけるユダヤ人虐殺について、イソベル自

身が後になってから、生き残ったユダヤ人たちの証言をもとにして書くことになる。半身不随の

ユダヤ人がベッドから引きずり出されて吊るされたこと、医者がねらいうちされたこと、犬がユ

ダヤ人の死体を食べて肥えていること、大量の死体を焼く火が黒海からブグ河までの地帯を照ら

していることなどをイソペルは伝えるはめになる。

　「子供に弾丸を浪費するようなことはなかった。子供たちは、頭を電柱や木に打ちつけて割ら

れたり、このために絹意された焚火へ生きたまま投げこまれる。母親は引きはなされ、幼い子供

たちが死んでいくのを見て彼女たちのあわれな心に先に漁を流させるため、彼女たちをすぐには
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殺さない。」（13）

　ドイツ軍が防衛線を突破してレニソグラード市内へなだれこんできた碕から、インベルたちユ

ダヤ人は、オデスサのユダヤ人と同じめにあうだろう。

　「われわれがどうなるか、私の身に何がおこるか、分からない。

　私は弼も知らない。私は重苦しい気分で、しかも、とても恐い。こう書くのも牙　il　Vc恥ずかしく

ない。私は恐い。今ヨドイツ軍が大変近くまでせまったとマリエツタが云った。」（1942年3月3

蝦午後9時）

　ドイツ軍によって抹殺される恐怖が、ソヴェト国家権力への恐柿と交代する。

　愚きものの交代によってイソベルは、今までとはちがった創造の態勢へ入れる。ドイツ軍との

闘いに全力を投入する。そこから詩が、散文が生まれる。封鎖は単なる苦しみでなくなる。封鎖

下のレニソグラード全体がイソベルの仕事場になる。

　詩人オリガ・ベルゴーリツは、封鎖下で夫と2人の娘を失った。彼女は、レニソグラード・ラ

ジオに繊演し、帯民をはげまし、詩を朗読した。飢えのため体がむくみだしたとき、癩張という

あつかいで、1942年3月1Hモスクワへ飛行機で運ばれ、4月2G日まですごした。モスクワでは

最低限度必要な生活条件がととのっていた。電燈がともるだけでも、レニソグラーFから来た者

には喜びであった。レニソグラードは全市が前線だが、モスクワは銃後であった。

　病人ベルゴーリツは、生存条件のこの好転を喜ばない。モスクワに一週間くらしただけで、彼

女は、自分をモスクワへ送る世誕をしたレニソグラード・ラジオの編集者で文芸学者のマコゴネ

ンコに不満をぶつける。

　「光、暖かさ、風呂、食物一これはみな申し分ありません、しかし、どう説明したらいいで

しょうか、これはまだまるっきり生活ではありません一これは便利さの総体なのです。存在す

ることは、もちろん、できます、しかし、生きることはできません。」（14）

　生命力を全開させる封鎖の生活から安全な後方の住らしに移るのは、ベルゴーリッにとって、

r自分磨身を骨ぬきにすること」である。

　　泥の、闇の、飢えの、悲しみのなか

　　死が影のようにつきまとう所で（15）

　ベルゴーリッは「恐ろしい幸福」をかみしめたのである。

　これは、恐ろしいほど幸せな状態のことではなく、恐怖のなかでの幸福である。これは、なに

よりもまず、天職に生きる者が口にすることのできる言葉である。なぜなら、これは、一つまち

がえば破滅する、死と生とのきわどい攻め合いのなかでの、生の限度ぎりぎりの仕事三昧のこと

だからである。

　これはr精神的健康」の頂点である。

　生存条件の非銭常化と死の日常化が天職を生の守護老にする。

　インベルもまた力のかぎり働く。
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　2　天　　　職

飢えという敵が内部を切り崩し、寒さという敵が外部から襲う。死は、なしくずしにやってく

る。死者たちは、海い布にくるまれ、子供用の橘にのせられて、凍てついた道を飢えきった者に

よって共嗣の墓穴へつれていかれる。

　死相をおびた都市のなかで、インベルの劇作熱があがる。

　「こんな情熱をもって仕事をしたことは今までなかった。夜ですら横になりながら書く、止ま

らないのだ。疲労で死にそうだが、それでも思考を続ける。」（1942年1月20β朝）

　イソペルは、自分の居る地獄について物語詩『プルコヴォ子午線』を書いている。それは現場

からの詩による同時中継である。毎日の照難さ、不便さ、恐ろしさのすべてが作品と作者を養う。

　「『子午線』は絶好調だ。夜も寝させてくれない、書け、と要求するのである。

　ただ健康と力とが足りますように！」（1942年1月2帽晩）

　零下40度前後の寒さが続く。薪にするために群衆が病院の板べいを持ち去る。電気も水道も止

まっている。市民の水の使用量は砂漠の旅人と同じである。

　「今にいたるまでパソがない。そのかわり3つの節がうまく書けた。『光と暖かさ』の章のむ

すびの部分だ。

　今までになく書ける。」　（1942年1月26鶏）

　イソベルは、タイプライターをかたずける。リボソがひどい寒さのために乾いて使えないから

である。電気スタソドもかたずける。電気がないから、それは無用である。彼女は、愚かれたよ

うに書く。詩句が湧いてくる。

　この高揚の最中に、孫が死んだという知らせが入った。赤ん坊は、安全な後方チーストポリへ

疎開し、ドイツ軍から遠く離れた所で脳膜炎で死んだ。1才の誕生前である。孫に贈ろうと用意

していたガラガラは、目にするのがつらいので、机の引きだしにしまう。

　全般的な災難のなかへわりこんできたこの私的な不幸は、イソペルをさらに仕事へと狩りたて

追いたてる。51才の祖母は、悲しみを退治するために仕事の鬼と化す。

　「何んとか自分を制御するために、今は、ひときわたくさん仕事をする必要がある。」（1942

年3月12日晩）

　人類の創作史は、人生の最悪の日々につくられた傑作をたくさん知っている。不幸の切っ先を

創造ののみに変えるのは、天職を持つ者の特権である。イソペルは、偉人でも天才でもなかった

が、生涯で最も密度の濃い劇作活動を封鎖下でおこなう力をそなえていた。

　1942年7月10B、インベルは52才になったQ

　「私の誕生H！この一年で私の唯一の個人的な悲しみは、ミーシェンカの死である。もしもこ

れがなければ、私は、最高の幸せ一戦時に必要なのだと分かった私の仕事が与えてくれる幸せ

にひたっていただろう。」　（1942年7月10ヨ）

　しかし、孫ミーシェソカの死もこの幸せの源である仕事への起爆剤になった。
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封鎖下で学問も芸術も生きている。

　冬のさなかに暖房のない部屋で論文が書かれる。イソベルは防空壕のなかでおこなわれた医師

の論文審査を記録している。電気がないので審査員たちは石油ラソプの下で審議し、学位取得者

のために、薄めたアルコールで祝盃があげられた。

　音楽会もひらかれている。「寒冷地獄」のなかで楽団員たちは、綿入れや半外套をきて演奏す

る。第1バイオリソは、ひげぽうぽうである。お湯がわかせないから、あるいは、明りがないか

ら、ひげがそれないのだろうとインベルは思う。この日はペートーベンの第五交響曲とチャイコ

フスキイの『序繭1812年』であった。日本が真珠湾を攻撃した日である。

　作曲家ドミトリイ。ショスタコーヴィチは、1937年から母校レニソグラード音楽院で教えてい

た。音楽院はタシケソトへ、レニングラード交響楽掻はノヴォシビルスクへ疎開したが、ショス

タコーヴィチは留まって作曲に恵念している。第七交響麟の第二楽章を作曲中に封鎖が始まった。

　　　　　　　ま　ち
　「包囲された都市で、爆弾の下で、今ショスタコーヴィチが交響曲を作懸しているのが私には

気がかりだ。」　（1941年9月22日）

　ショスタコーヴィチは、今、第三楽章にとりかかっている。作曲中に防空壕へかけこんだり、

送電がとまったためろうそくの光で仕事をしている。古都キーエフ占領の知らせに心が不安な状

態にあるとき、ショスタコ～ヴィチが自分と同じ状況下で働いていることは、イソベルにとって

大きな励みである。「屍肉を喰べる鳥」と呼ばれているドイツ軍の飛行機や火熔びんなどの戦争

記事のあいだにショスタコーヴィチが登場する。イソベルは、戦争に直接かかわりあうもの、戦

争に不可欠なものと同列に音楽がとりあげられていることを喜ぶ。

　「つまり、芸術は死んでいない、それはまだ生きている、輝いている、心をあたためている。」

（1941年9月22日）

　ショスタコーヴィチは、市防衛委員会の指示にしたがって、作曲中の第七交響曲の楽譜と家族

と共に10月1Hモスクワへ飛行機で向かった。そこからクーイブイシェフに移り、作曲を再開し、

レニソグラードに捧げられたこの曲は12月27臼に完成した。

　1942年3月5H、第七交響曲は、クーイブイシェフでボリショイ麟揚管弦楽団によって初演さ

れた。3月29日には、モスクワのソヴェト会館で演奏され、モスクワへ塒張中であったベルゴー

リツはこれを聴いた。彼女は、レニソグラードについての「涙なしの悲嘆」を聞きとった。レニ

ソグラードの苦しみは涙どころではない。葭は、しかし、来るべき勝利へ、歓喜へとむかう。聴

衆は起立して、作蘭者へ、「レニソグラードの息子で守り手」であるショスタコーヴィチへ拍手

をおくった。ペルゴーリツは、大きなめがねをかけた、小柄できゃしゃな作曲家の姿をながめる。

　「この人はヒトラーより強い……」（16）

　『独裁者』をつくったチャプジンが独裁考ヒトラーより強いのと同じである。

　封鎖の民に捧げられた第七交響融は、レニングラードで演奏しなけれぱならない。しかし、レ

ニソグラード交響楽団も指揮者ムラヴィソスキイもいない。放送局の楽団が残っていたが、多く
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の楽団員は餓死したり、あるいは、戦場にいる。大曲を演奏する力はない。演奏できる者を戦揚

からもよび集めて態勢をととのえ、1942年8月9日、35才のカルル・エリアスベルクの指揮で封

鎖下のレニソグラード市民のために演奏がおこなわれた。砲撃によって演奏が、その中継放送が

邪魔されないように、この日、レニソグラード防衛の責任者レオニード・ゴーヴォロフ将軍によっ

て、ドイツ軍の大砲を力のかぎり破壊せよという命令が出されている。戦況は悪い。ドイッ軍が

市内へ入ってくる危険性は、Hに　all．大きくなる。

　イソベルは、ゆううつである。夏だというのに肌寒い。南では激戦が続いている。ドイツ軍は

アルマヴィルへせまっている。「ドイツ軍をまだ止められる」と夫がいった。この「まだ」がイ

ソベルの心を凍らせる。のるかそるかの状況下で演奏会がおこなわれる。今のところ、まだ、音

楽会をもよおすことができるのである。イソベルも聴きにいく。

　「戦前や戦争が始まったばかりの頃のように、フィルハーモニイの会揚は再び超満員になった。

　楽団員は興奮している。どうやら、指揮者も。

　私は第七交響曲を聴いた、曲の全てがtr　＝ングラードのことだと私には思われた。（17）敵のタ

ソクが金属音をだしてせまってくる一これはここであったことなのだ。だが、明るい結末はま

だ先のことだ。」　（1942年8月9日）

　第七交響曲は大きなカを発揮した。ショスタコーヴィチは必要であり、芸術は必要である。イ

ソベルも自分が封鎖下の人間に必要な仕事をしているという確信によって自分を励げましている。

　文学者たちはペソで闘っている。そのなかでも二人のユダヤ人作家ヴァシーリイ・グロスマソ

とイリヤ・エレソブルクは、ナチズムとの闘いで極めて董要な仕事をしている。彼らの従軍記事

は全土で熱心に読まれ、戦時下の民衆の大きな精神的支えになっていた。イソペルは、春にモス

クワセこいるエレンブルクを訪ねた。

　「エレンブルクは、誰もまねできない働きぶりだ。日に3篇ずつ記事を書き、晩になるときれ

いな酒器に入ったぶどう酒をさかずきに一ぱい飲み、長い空色の灰がついている葉巻をくゆらす。

そのあとで『赤い星』紙の編集陶へ行き、そこで記事を書き、彼がユダヤ人であることをゲッペ

ルスが罵るのをラジオで聞く。

　彼は午前2時に帰宅する。朝になると再び同じことが始まる。j　（1942年4月25日）

　独ソ戦へ外霞のユダヤ人から物心両面の援助をひきだすために、ソヴェト政廣は、国内のユダ

ヤ人作家、詩人、学者、音楽家等を動員して、宣伝活動を行わせた。ユダヤ人絶滅を計画してい

る勢力と戦っている赤軍へ、ユダヤ人が援助するのは彼らの利にかなっていた。

　開戦2ヵ月後の1941年8月2媚モスクワで公的な反ファシズム集会がひらかれた。モスクワ・

イディシュ語国立劇揚の指滋者ミホエルスが開会の辞をのべた。マールキシ、マルシァー久エ

レソブルク等のユダヤ人文学者や非ユダヤ人のアレクセイ・トルストイも発誉し、『全世界のユ

ダヤ人兄弟へ』という訴えがつくられた。

　外国のユダヤ人から資金援助をうけるには、ソヴェトでユダヤ人が良いくらしをしていること、
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ユダヤ人差別がないことを示す必要があった。ユダヤ教の活動が許され、ユダヤ教会堂の破壊が

中止される。ユダヤ文化がソヴェ5で花開いていることを宣伝するためにイディシュ語による出

版が盛んにおこなわれる。

　1942年4月反ファショ・ユダヤ人委員会がつくられた。5月24β、第一回総会がひらかれ、ソ

ヴェ5・ユダヤ人文化の中心人物、歴史的な名優ミホエルスが議長にえらばれた。ミホエルスと

詩人フェフェルは、赤軍への資金援助をこうためアメリカ、メキシコ、カナダ、イギリスへ派遣

された。

　二人は、アメリカに3ヵ月以上も滞在し、大きな成果をあげた。たとえば1943年7月8日のニュー

・ヨ～クにおける集会では、5万人の参加者が赤軍の働きに拍手をおくった。r彼らは、起立し

て、ファシズムが地上から消し去られるまでは心を許すまいと誓ったのである。」（18）アイソシュ

タイソ、ポール。ロブソソ、アプトソ・シソクレァ、リオソ・フォイヒトヴァソガーなどの声に

麹して、ミホエルスとフェフェルの訴えは、アメリカ人にファシズムへの闘争心をかきたてるの

に貢献した。

　イソベルもがんばっている。封鎖下の活動で彼女の株があがる。

　イソベルの同業者であるモスクワの作家や詩人たちは、戦火をさけてチーストポリに疎開して

いる。そこでは砲馨の音もきこえず、空襲警報もならない。ここに娘のジァソナが住んでいる。

ここは孫が死んだ場所である。イソベルは、モスクワ、カザソと飛行機をのりついで、チースト

ポリにやってきた。

　1942年7月23日、インペルは、僻地のこの小さな町、戦時の隠れ里で講演し、自作『プルコヴォ

子午線毒を朗読する。壇上にはイサコフスキイ、パステルナーク、セリヴィソスキイ、アセーエ

フなど全ソ的に有名な詩人たちがならんでいる。イサコフスキイは、極度の弱視のため兵役につ

けない。彼の詩は、歌になって全国でうたわれている。『カチューシャ』　（1938年）、『ともし

び』（1942年）など世界的な愛唱歌がある。パステルナークも身体障害者として兵役につけない。

彼は、詩壇の第一人者である。イソペルには、イサコフスキイの国民的人気も、パステルナーク

の才能もない。パステルナークは、イソベルにとってただ仰ぎ見る星である。

　しかし、今、この場ではイソペルが主役である。通路まで人でふさがっている超満員の会場で

彼女は、まだ完成していない『プルコヴォ子午線』を朗読する。人がつめかけたのは、イソベル

が千両役者だからでなく、レニソグラードの使者だからである。彼女には、封鎖下の苦しみとい

う後光がさしている。

　f私は、レニソグラードの人びと、女たち、前線の兵士たち、子供たちについて……泣きなが

ら砂で焼夷弾を消していた男の子について、話した。この子は焼夷弾が恐かった。たったの9才

である。しかし、泣きながらも、それでも消したのである。

　話し終えると、皆が私のほうにおしよせ、私をとりまき、握手した。これはすべてレニングラー

ドのためである。」　（1942年7月24日）
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　詩人イソベルでなく、彼女が代表するレニソグラードに聴衆は抽手し握手をもとめている。こ

れは、非日常的な苦しみの場が無難な臼常性にたいして持つ優越である。日常性が非H常性にひ

ざまずいている。

　レ＝ソグラーFにおける生命の危険性、極端な欠乏、不便さがどれほど大切であるかを、チー

ストポリの安全な静けさのなかでイソベルは実感する。ここでは、イソベルは無防備である。自

分の根源的な不安をおさえつけてくれる苦しみ、不幸、危険がない。自分のなかに巣くっている

恐怖や不安とせめぎあい、せりあい、うまくいけばそれらを張消しにしてくれるような必要な悪

条件がない。

　チーストポリでは、悪い知らせはまともにこたえる。同じものがレニソグラードでは楽にうけ

とめられる。自分が若の当事者だからである。

　インベルには、文学者の疎開地に指定された静かなチーストポリにとどまりたいという気持は

おきなかった。彼女は、レニソグラードでは、モスクワやチーストポリよりも、死ぬのも生きる

のも楽だということが、ここへ到着する前に分っていたのである。

　イソベルは、戦闘機に守られながらレニングラードへ帰った。道中でたえず戦闘があった。無

事に帰宅して、雑用などで、執筆の空白が数日間できると、仕事の効力がきれてしまう。

　「ものすごく体調が悪い。仕事をしていないときは、私はまるで自分の病気に面とむかいあっ

ているようなぐあいだ。病気が一斉におそいかかってくる。一・一一ma的にいって、仕事をしているか

ぎり、霞分の身に何も悪いことが起きないような気がする。

　　　働くかぎり一私に弾丸はあたらない

　　　働くかぎり一私の心臓はとまらない」　（1942年8月5N）

　これは、体を鋤かして心のうさをまぎらわすたぐいの話ではなく、このさい、仕事とは天職に

従事することだけを意味する。

　ここであらためて重要なことが確認される。封鎖という極限状況が、いうまでもなく、ひとり

でに効力を発揮するのではない。多くの者が状況に負けて、滅んでいく。悪条件の下で生命力に

点火する能力のある者だけがr精神的健康」を手にする。限界状況下での仕事への没頭は、単に

救済的に作用するだけでなく、生命力を根こそぎ動員させる。生命力があますところなく燃焼し

ているとき、ちょうど野獣が火を恐れるように、その炎へ不安や恐怖は近づくことができない。

　封鎖という雰日常的状況が仕事の密度を非N常的に濃くする。このありがたさを知ってしまっ

た者には、チーストポリは、気のぬけた空白地帯であり、場合によっては、仕事にとって危険地

帯ですらある。

　「私は仕事に没頭しているときだけ、心がおだやかだQしかし、突然、心にゆさぶりがかかる

一一一すると上へまっしぐらに、あらゆる函難にたちむかって、自分が持ち上げられる。」　（1942

年10月171ヨ）

　イソペルは、『プルコヴォ子午線』にとりくみ、封鎖下の市民をはげます詩、戦意を高揚させ
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る詩を書く。街路の掲示版にイソペルの詩『敵をやつけろ』がはりだされている。

　　　敵を灰と煙に化せ！（19）

　イソペルは自作の詩を工場で朗読し、働く者を励ます。ある工場で聴衆を代表して少年工が謝

辞をのべた。

　「詩を好きですか、と私はたずねた。ちょっとだまってから、彼は答えた。

　『でもこれは詩ではありません。これは本当のことです……』

　最高の賞賛だ。」　（1942年9月16日）

　1930年代イソペルは、「本当のこと」を書かないことによってスターリソ体融こ奉仕した。血

が流れようと、人が消えようと、「楽天主義」で現実を遮断し、「喜び」を語り歌った。今、封

鎖下でイソベルは苦しみについて書くことができる。スターリン体制でなく外敵がもたらした苦

しみだから、書くことが許される。封鎖が敵ナチズムの侵略の産物だから、その惨状を文字にで

きる。

　しかし、そこに自由はない。制限があり、限界がある。封鎖下で人が飢えていること、餓死し

たことを記録できる、伝えることもできる。

　しかし、ソヴェト人が飢えからおこなうせっばつまった行動を文字にする自由を、ソヴェ5文

学は持たない。敵のせいだから苦しみについて書ける、同時に、敵のせいであってもソヴェト人

の醜い葬人間的な反応は書けない。従って、苦しんでいる真の姿はえがかれない。（2G）ソヴェト

体鰯下では、封鎖についての、独ソ戦についての全体麟をつくることは、文学にも科学にも許さ

れていない。それは禁忌である。たとえば、もしも飢えから入肉を食べたことを書けば、検閲で

跡かたもなく削られるだけでなく、ソヴェト人にたいする侮辱という政治的犯罪を犯すことに

なる。

　たえず耳をそばだて触角を勤かし権力の一挙一動を追っているインベルは、このような犯罪を

犯さない。彼女が書く封鎖の苦しみは、ソヴェト人の常識、ソヴェトの掟にしたがって、限度内

に行儀よくおさまっている。『プルコヴォ子午線』にも『ほとんど3年』にも、人間が堕ちると

ころまで堕ちた姿などどこにもない。それは淡白ですらある。

　しかし、それでも彼女にとっては、封鎖は、ソヴェト人の苦しみを具体的に書ける絶好の機会

であった。大きな嘘をつく必要もなく、～定の厳しい制限の範囲内ではあるが、人間を今までよ

りも生々しくとらえることができたので、詩人イソベルにとってレニソグラードの生活は、人生

の中で最も実りの多い3年であった。

　1942年12月7日、『プルコヴォ子午線』が完成する。

　この年、インペルの仕事は、2冊の小さな本に結実する。

　　『レニングラードの魂

　　　詩　1941年9月～1942年6月』

　　　レニソグラード　国立文学出版所
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4◎頁　15◎00部　1ルーブリ

『長篇詩　プルコヴrk子午線』

レニソグラード　国立文学出版所

40頁　10000部　1ルーブリ50コペイカ

　3　祭の終わり

　『プルコヴォ子午線』の完成を契機にして、インベルは、1942年12月19巳入党を申請した。12

月23臥党員候補になった。彼女は、もはやソヴェト権力の同伴老でなく、その「身内jである。

人一倍ソヴェト的であろうとした必死の、たゆまない努力の賜物である。彼女は、まもなく正党

員になって、処世上の目的を達成することになるだろう。

　大晦H、新年の祝杯を手にしたまま、インベルは、不動の姿勢で、スタ～リソグラードにおけ

る戦果をラジオできく。6週間の攻撃の結果、ドイツ軍の戦死者175，0◎0人、捕虜137，650人、赤

軍は現在ドイツの22佃師団を包囲している。胸おどるようなこの報道に蟄して、イソベルは、ま

ず、最高総司令官スターリソへ、次に、赤軍のために乾杯する。

　正月になると、もっと嬉しいことが起った。1943年1月18　H、シ｝」スセリブルクが敵から奪い

かえされた。この「鍵の町」の占領によってレニングラーFの封鎖が始まったのである。今、ド

イッ軍は、「鍵」を捨てて、ラFガ湖の南岸から総退却した。封鎖の一部が破れたのである。レ

ニソグラードの首にまきつけられていた輪はまだはずれていないが、ゆるんだのである。

　封鎖の突破によって平和はこなかった。ドイツ軍の爆撃はあいかわらずしつこい。しかし、レ

ニソグラード市民は狂喜した。イソベルも嬉しかった。すると、仕事が後退した。一蒔的に重し

がとれて、気がゆるんだ。

　r私には不首尾の短い（そうあってほしいものだが）連らなり。仕事がなっていない。封鎖突

破に関連したこれといったものを何も書いていない。祝祭日には自分はついていない、というこ

とには前から気づいていた。」　（1943年i月24日）

　生命にかかわる脅威、恐怖、不安が仕事の牽引車であったことがあらためてはっきりする。

　爆撃がひどくなる。ほとんど一晩中、警報がなり続けたこともある。ファシストたちは、全線

にわたる劣勢のため、レニソグラード市民にあたりちらしているのだとイソベルは思う。空襲は

ますますひんぱんになるだろう。

　天下わけめの戦いがおこなわれているスターリングラードでは、ドイツ軍は厳寒のなかで赤軍

にかこいこまれたが、ヒトラーは退却を許さず、司令富パウルスを元師に昇格させて、死闘の続

行を強制した。パウルスは、元師になって2H蟹、1月31ヨに赤軍の捕虜になった。パウルスは、

ウオッカをもとめ、自分たちを負かした赤軍のために乾杯し、Fイツ本国は喪に盟した。

　この大敗北はドイツを震撚させた。占領地を赤軍に奪いかえされる危険性がでてきたので、ナ

チスは、ユダヤ人集団殺害の物的証拠がソヴェトの手にわたるのを恐れて、証拠隠滅の大仕事を
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始める。土中から何千、何万のユダヤ人の究体を掘り崖し、這大な炉で焼き、その灰を野や畑に

まく。独ソ戦中の最も汚い仕事がはじまる。

　イソペルは、もう一年半も続いている爆離に体も神経も疲れはて、衰弱している。しかし彼女

は横になることを霞分に禁じる。

　「一千回冒、自分にむかってくりかえす、『予定表から脱落戯してはならない。

　　止どまることなしに働く。これが全ての鍵だ。」（1943年2月18日）

　イソベルは、封鎖下の生活について原稿を書き、それがソヴェト情報局を通じて世界各圏に流

されている。彼女の詩はラジオで放送され、街路の掲示版にもはりだされる。

　封鎖下での活動が評価されて、インペルは、6月8H、レニングラード防衛功労賞をもらった。

12月25日には党員候補から正党員になった。1943年は、こうして「終わり良し」となった。

　砲撃で家が地震のようにゆれた正月のあと、封鎖網が粉砕された。ほとんど3年ぶりにレニン

グラードは、人心地がついた。

　rレニソグラードの生活における最大の出来事。封鎖から完全に解放された。職業的な作家で

ある私に、この場になって雷葉がでてこない。私はただ、レニソグラードが解放された、という

だけだ。この言葉に全てがある。」　（1944年1月27日）

　午後8時祝砲がうちあげられ、投光器がペトロパヴロフスカヤ要塞の塔を照らしだす。これは、

ドイツ軍の火器がもたらした明り以外には、ほとんど3年つづいた闇を破る稲妻であった。

　2月1臼、イソベルは、プルコヴォ天文台を見に行く。プルコヴォの高地をはさんで両翻にド

イツ軍と赤軍との陣地があり、そこは激戦の最前線であった。プルコヴォ天文台は、瓦礫の山で

ある。焼けただれた木が数本だけ残っている。

しかし時がくれば、璽壕も

大砲と機関銃の台座も無くなるだろう。

望遠鏡を再び向けるだろう

星の黄金の員印に、

再び讃えるだろう、太陽の勝利を

光にみちたその力を。

万才！前代未聞の力をもった

偉大なロシヤの町。

万才！何万の意志が

圧縮された力。

永久に、今から永劫に

ソヴェト人万才！。

132



論集第10号（1993年）

　　　　　（『プルコヴォ子午線』）

　ドイツ軍が市内に入ってくる悪夢に血の凍るおもいをしたユダヤ人イソベルは、今、捕虜とし

て市内を連行されていくドイツ兵を現実に見る。

　封鎖経験者、レニングラード防衛功労賞の保持者、共産党員インベルには、桧舞台が待ってい

る。レユソグラード開放の翌日、1月28日の『プラウダ』に彼女の詩『ネヴァ河の祝砲』がのり、

2月初旬にモスクワでひらかれたソヴェト作家同盟幹部会総会で発言し、2月15日、モスクワで

催された「tr・＝ソグラーFのタベ」で話をする。モスクワへは、以前のように戦闘機に守られて

いくのでなく、汽車で行けるようになった。

　「モスクワでは、いつものように、あわただしい。私には多くの出会い、懇談、発言。私の未

来はすばらしいが、現在は病気で暗い。体調は最悪だ。幸福になるには頑健さが必要である。」

（1944年2月17日）

　封鎖が病気をつくり、封鎖との闘いが病気をねじふせた。封鎖が解け、闘いが止むと、病気が

いっせいに鎌首をもちkげる。

　「静けさ、やすらぎ、『警報』と砲撃がないこと、この全てが私には変に作用する。あきらか

に、安心感にもすぐには慣れないのだ。

　この静けさのなかでは仕事がはかどらない。ただ私の病気だけが活気ずき、多彩である。封鎖

のあいだにひどくなっていたありとあらゆる病気が、今となってはじめて本格的に人を襲ったの

だろう。このようにごぽすのが私だけでないのは面白い。」　（1944年　3月2姻）

　4月1帽には生まれ故郷オデスサが開放された。国全体が勝利にむかって確実に進んでいく。

　rひどい健康状態。私はまいってしまった。タイプライターをたっぷり服用しようか。『イズ

ヴェスチヤ』のためにil時は来た』を書こう。」　（1944年4月24日）

　書くことが最良の治療である。タイプライターはイソベルの常備薬である。

　「仕事につく。これは、あたりはずれのない一番たしかな総合鎮痛剤である。」（1944年4月

29日）

　イソベルの本拠はモスクワである。封鎖が終わり、夫も職を辞し、夫妻はモスクワへ帰ること

になる。封鎖が解除されたので疎開地から帰ってくる者とは逆に、イソペルは、封鎖が終わった

ので去っていくのである。

　1944年6月6日、アメリカとイギリスの連合軍は、フラソスのノルマンジー海岸に上陸した。

これは第二次大戦中最大の上陸作戦であり、ドイツは敗北にむかって転落していく。第三帝国の

命運はあと11カ月でつきることになる。

　翌日、『ほとんど3年』の最後の頁が書かれる。

　「さようなら、レニソグラード。この全期闘をここですごした者の記憶からお前を消し去る物

は、この世に存在しない。」　（1944年6月7β）

　イソベルにとって、命の祭が終わったQ
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　　やがて戦争が終わり、スターリソ体鰯の日常が復活すると、1930年代のおなじみの恐怖が再び

彼女の主人となって、書く材料も書き方も指示するようになるだろう。

注

第　一一　部

（1）　Om）ra　Seprransll．　CTHxH．r韮po3a．　rocn｝至TM3zaaT．　JleHHHr韮）aA．1961。　c．428．

（2）　Bepa茎4H6ep。　V荏361）aHHoe．　rocnKan3AaT．　Mocima．1950．c．375．

（3）　TaM）Ke．c。428．

（4）　Aaects　AAaMoB難w．　Aa｝｛lilin　I’paHm｛．黛装30r｝｛e羅Ho藏AepeB｝三｝至．．．

　　　6n◎Ka双HaH　K正｛Kra．　　“CeBeTorくKk　nMcaTeab”　．MocKBa．1991．c．665．

　　　以下の引用にあたっては、この露名をSKと記す。

（5）　董3K．c．471．

（6）Ta賊｝Ke．

（7）　BK．c．493．

（8）BapllaM　UIanaM◎B．1〈onslb｛c－｛e　paccKa3bl．1〈照田BTop籏，℃oBeτcKafi・Poc（M兄”．MocKBa．1992．c．166－167．

（9）　BePaレ至H6ep．廼36paHH6e．c．184．

（10）至3K．c．469．

（11）　BapJla擁田aπaMoB．　Koπ疑騒c鰯｛e　paccKa3bl．　KH｝lra【三epBafi．c．111．

（12）SK．c．482．

（13）　6K．c．475．

（14）　1）06epτKoHKBecr．＞Kama　cKop6睦．　Overseas　Publications　lnterchange　Ltd．　London．1988．c．4ヱ5－416．

（15）　SK．c．635．

（16）　SK．c．691．

（17）　6K．c．606．

（18）BK．c．643．

（19）　SK．C．649．

（20）　βK、c．658．

（21）　TaM》Ke．

（22）　TaM⊃Ke．

（23）　6K．c．661．

（24）TaM》Ke．

（25）　TaM｝蓬くe．

（26）　SK．c．7三3．

（27）　6K．c．604。

（28）　BK．C．406，
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第　　二　　部

（1）ジァソナはイソベルの娘、男の予は孫

（2）買09TH　TPM　rOllaの引用はすぺて

　　Bepa　MH6ep．　X36paHHoe．　rocnHTM3AaT．醗ocKBa．1950。からおこ二なうo

（3）　Onbra　Beprrom》双．　CTux鼠．Hpo3a．c．426．

（4）たとえば、1988年1月9翼死んだ宇野重吉が、87年12月、背おわれて楽屋いりし、ふんだ舞台（武者小路

　　実篤作『馬鹿一の夢』東京三越劇掲）は、この典型例である。

（5）独ソ戦中のスタ～リソの変身または演技の一一一・9」。1943年9月4日、スターリソは、mシヤ正教会の簸高位

　　にある3人の高僧と会晃した。彼は、正激会の戦争協力に感謝し、教会がおかれている困難な状況に理解

　　をしめし、高僧たちが市掲で高い値段で食物を買っていることにまで心配してみせ、食物を供給しようと

　　申し旛た。僧たちは丁璽にことわった。

　　／B．A．AπeK㏄e8．　ldnnro31iu　M　nomaN．　llonutrH3双aT．　IVtoc！cBa．1991．c．339－346．／

（6）ヴァシーリイ・グロスマソも類似の考えをもっていた。セミョーソ・り一プキソは、グロスマソが戦争中

　　にいった言葉を伝えている。

　　　「この戦争は、彼の意見によれば、mシヤからスターリン的汚れを全てぬぐい虫るのだ。この戦争の聖な

　　る血は、罪もないのに撲滅された農民たちの血や1937年の血をわれわれから洗いおとしたのだ。j

　　CeMeH　JllifiKwH、　CTanKHIpaA　Bacamaff　FpoccMaHa．　Ardis．　Ann　Arbor．1986．c．15

（7）ニコライ・イヴァーノヴィチ・エジョーフ（1895－1940）は、ペテルブルク出身の労働港で、1922年から

　　党の仕事につく。1935年2月に党中央委員会書記となる。1936年9月から内務人昆委員となり、いわゆる

　　　「大露清」をスターリソの指示でおこない、搬が流れすぎたあと全ての貴任をかぶせられて、1940年処刑

　　　された。ベリヤとならんでスターリソ体制下の政治犯罪の最大の下手人であり、同時に、スターリソによっ

　　て使い捨てにされた犠姓奢である。

（8）SopKc　HacrepHaK．　Co6paHKe　cDguHeHmb　B　BsTlj　ToMax．　“Xy双o｝Ke（rrBeHr！aA　nusepaTypa”．　MocKBa．

　　　1990．T．3．c．499．

（9）　TaM♪Ke．　c．295．

（10）BapJ三a滋田aπaMoB．　KonNMcl〈He　paccKa3N．　KHmra　nepBaA．c．195．

（11）　Bopxxc　HaCTepHaK．　T．3c．499．

（12）独ソ戦が始まった時点でソヴェトには500万から530万人ほどのユダヤ人がいた。ナチスは、そのうちの

　　150万人ほどを殺した。

（13）9epaafl　KHKra　o　3noflethcKoM　iloBceMecrnoM　y6xSl（：TBe　eBpeeB　HeMegKo－（1）a【llucrc？〈MMK　3axBaTqMKaMH　Bo

　　　　BpeMeHHooKKYIIupeBaHHblx　pa簸oHax　CoBeT（：Koro　Colo3a　M　B　narepsx　YHHqToN〈eHlifi　nonburH　Bo　BpeMA

　　　　BoBHN　1941－1945rr。　RoA　peAaKuHe益　Bacvanufi　rpoccMaHa　H　MIIbK　3peH6ypra．　Tarbut　Publishers．

　　　　jerusalem．1980．c．87．

（14）　Bonpo（：bl　JluTepaTypN．1978．醤a5．c．213．

（15）　Onbra　BeprPDnb疑。　CTMxx．　npo3a．c．318．

（16）　TaM）Ke。c．387．

（17）封鎖の最車にこの蘭を聴いて、独ソ戦についての作品だと感じるのは、自然である。まさにこの年1942年

　　　に執筆されたマルトゥイノブのショスタコーヴィチ論にも、ファシストの進撃、悪夢的状況、それにたい

　　　するソヴェト人の戦いを表甕したものだと憲かれている。そして、「第七交響幽の中心思想は、創造と破

　　　壊の力、文化と野蛮の力、人間愛と非人間的残醸さとの衝突である。」

　　　／鍼．MaPTbiHoB．双腰HTP｝i薩1110eraKoBH9．　My3rM3．赫ocKBa－」董eHHHrpa双．1946．c．73．／

　　　これは、ソヴェトにおける公的見解であり、一般的にも、また海外でも、この解釈が定着しているようで

　　　ある。

　　　これに対してアメリカの音楽記巻ヤソ・マクドナルドは、このような解釈をつくられた伝説だとみなす。
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　　たとえば、出だしの「平和な幸福な生活」は、社会主義リアリズム風のつくりごとだと彼は考える。それ

　　が、ドイツ軍の侵入以前は光で、以後は閣だという嘘にもとずいているからである。

　　　（lan　MacD◎nald．　The　new　Sh◎stak◎vich．　NDrtheastern　University　Press．　B◎st◎n．1990．　Chapter

　　Five．）

　　ナチズムとスタリニズムの両方の悪に対してどのような立場をとったかは、ソヴェトの芸術全体に関係す

　　る璽要問題である。

（18）C．M・MHx・snc．・CTaτbu，6eceAN，　pegu．　“Va（：KγccrB・”・・M・cKBa・エ960・c・214・

（19）Bepa　Xu6ep．　X36paKHoe．c．51．

（20）一般的に、くらい謡はいけない。オリガ・ベルゴーリツがモスクワ放送で封鎖について話すさい、飢えに

　　ついては一言も詣すなと釘をさされた。

　　／BefipocN　nHτepaTypN．1978．　Na5．c．215．／

　　いうまでもなく、凱えぬぎの封鎖の話は、モスクワ放送が望んでいるレニソグラード市昆の英雄的行動そ

　　のものを骨ぬぎにしてしまう。

（1993．9．2◎受理）
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